
 
 

表１ 繁殖牛・育成牛向け発酵ＴＭＲの成分 

区
個体
番号

分娩後発情
回帰日数
（日）

受胎に要し
た授精回数

(回)

分娩間隔
(カ月）

A 61 2.5 13.1
B 50 1.0 11.1
C 47 2.0 14.6

平均 52.5 1.8 12.9
A 72 1.0 11.7
B 45 1.0 10.9
C 51 1.0 11.1
D 73 1.0 11.8

平均 60.1 1.0 11.4
1)2016年10月～2018年10月における平均値

2)両区間に有意差なし(p<0.05,Tukey-Kramer）

TMR給与区

慣行区

表２ 黒毛和種繁殖牛の繁殖成績 

区
個体
番号

初回授精
月齢

(カ月）

初産分娩
後発情回
帰日数
（日）

受胎に要
した授精
回数1)

(回)

a 12.8 73 1.0
b 13.3 116 1.0
c 13.9 79 1.5
d 13.5 46 1.0

平均 13.4 78.5 1.1
a 15.8 105 1.5
b 13.4 55 1.0
c 14.2 49 1.5
d 12.8 54 1.0
e 14.2 53 1.0

平均 14.1 63.2 1.2
1)2016年11月～2018年10月における平均値

2)両区間に有意差なし(p<0.05,Tukey-Kramer）

TMR給与区

慣行区

表３ 黒毛和種育成牛の繁殖成績 

                        分野：畜産 
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地域の競争力強化に向けた技術開発のねらい： 

熊本県では、飼料生産コストの低減や飼料生産の外部化等を図るため、飼料用米を活用したＴＭＲの普及・定着

を推進しています。現状では、地域の実情に合った利用体制にマッチするＴＭＲ調製技術が確立されておらず、Ｔ

ＭＲ推進の障害となっています。そのため、本研究では、耕種・畜産農家の経営安定を目指して、籾米サイレージ

を活用した肉用繁殖牛・育成牛・肥育牛向け発酵ＴＭＲの開発・実証に取り組みました。 

 

開発技術の特性と効果： 

 開発した繁殖牛向け発酵ＴＭＲの飼料自給率は90.4％で、栄

養成分については乾物TDN51.6％、乾物CP10.2％です。また、

育成牛向け発酵ＴＭＲの飼料自給率は78.0％で、乾物

TDN67.3％、乾物CP17.8％です(表１)。繁殖牛向け発酵ＴＭＲ

の給与量は原物11.2kg/日・頭(体重500kg、維持期)、育成牛

向け発酵ＴＭＲの給与量は原物14.8kg/日・頭（体重300kg、

目標DG0.8）で設定しています。繁殖牛向けおよび育成牛向け

発酵ＴＭＲ給与区の繁殖成績は、慣行区と比較して発情回帰、

分娩間隔および初回受精月齢及び初産後の発情回帰日数など

に有意な差はなく、

利用可能です（表２、

表３）。 

 開発した肥育前

期用発酵ＴＭＲの

飼料自給率は、

68.2％となり、乾

物TDN70.6％、乾

物CP12.5％です

(表４)。肥育前期

用発酵ＴＭＲの給

与量は、黒毛和種雌牛で原物15.8kg/日・頭（体重450kg、目標

DG1.2）とし、交雑種（B×H）去勢牛では原物16.3kg/日・頭（体重450kg、目標DG1.4）で設定しています。 

全期間発酵ＴＭＲ給与により、発育は慣行区と同程度でしたが、特に肥育前期用発酵ＴＭＲにおける嗜好性およ

び増体は良好です（表５）。枝肉成績については慣行区と遜色のない結果です。嗜好性・増体・乾物TDN単価の結

果から、肥育前期用発酵ＴＭＲの普及が期待されます。       



 
 

図１ 繁殖向け発酵ＴＭＲの乾物ＴＤＮ単価 図２ 肥育向け発酵ＴＭＲの乾物ＴＤＮ単価

 

開発技術の経済性は：   
発酵ＴＭＲの飼料価格については、ＴＭＲセンターで10t製造時の購入金額に基づき算出しており、運賃、人件

費は除いて試算を行っています。これを慣行飼養の飼料価格と比較すると、繁殖牛向け発酵ＴＭＲの乾物ＴＤＮ単

価は約44％減少、育成牛向け発酵ＴＭＲの乾物ＴＤＮ単価は約57％減少します（図１）。また、肥育牛向け発酵

ＴＭＲの乾物ＴＤＮ単価においても、肥育前期で約30％減少するなど、畜産農家が発酵ＴＭＲを利用するメリット

は大きいです(図２)。 

                                   

こんな経営、こんな地域におすすめ： 

飼料用米の作付け地域であって、水田集落営農法人や作業受託組織などの耕種経営体が新たな経営部門として、

畜産農家に対して飼料用米を活用した低コスト飼料供給を検討している地域が本技術体系の対象となります。 

畜産農家では、発酵ＴＭＲ飼料の給与に関心があり、配合飼料と粗飼料の分離給餌作業が大変であると感じてい

る肉用牛経営体や、粗飼料の購入が多く飼料費削減を検討している経営体に導入可能な技術です。 

 

技術導入にあたっての留意点： 
１ 発酵ＴＭＲには、稲わら、イネWCSなどβカロテンやビタミンA含量が低いものを原料に使用しているため、 

ビタミン剤の添加をあらかじめ検討する必要があります。 

２ 繁殖牛向け発酵ＴＭＲは、季節及び分娩前後によって繁殖牛の養分要求量が異なるため、給与量の増給や大 

豆粕等の濃厚飼料の追給が必要となります。 

３ 育成牛向け発酵ＴＭＲから繁殖牛向け発酵ＴＭＲへの切り替えは、初産をめどに徐々に行います。 

 

研究担当機関名： 

熊本県農業研究センター畜産研究所 
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電話 096-248-6433   E-mail  tsuruta-t@pref.kumamoto.lg.jp 
執筆分担（熊本県農業研究センター畜産研究所 鶴田 勉、北川 まき、林田 雄大） 

表４ 肥育牛向け発酵ＴＭＲの成分 


